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会議録 
会議の名称 西東京市図書館協議会 平成27年度第2回定例会 

開催日時 平成27年7月16日（木曜日）午後3時から5時まで 

開催場所 田無公民館2階 第1学習室 

出席者 
委員：小此木委員、山村委員、長谷川委員、倉内委員、川口委員、鈴

木委員、小西委員、大澤委員 
事務局：奈良館長、中川副館長 

傍聴者 1名 
 
議題 

議題1 諸報告 
議題2 各委員会報告 
議題3 合築複合化における図書館施設について 
議題4 西東京市図書館の事業評価について 
議題5 その他 

会議資料の

名称 
資料1 市民会館、中央図書館・田無公民館合築複合化基本プラン策定

について 
資料2 資料 
資料3 西東京市図書館事業概要 
資料4 図書館だより（58号） 
資料5 西東京の教育 
資料6 中央図書館の役割（大澤委員より） 

記録方法 □全文記録 ■発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点

記録 

会議内容 

○会長： 
 西東京市図書館協議会平成27年度第2回定例会を始めます。はじめに「諸報告」を

館長からお願いします。 
 
○館長： 
・6月30日付け江藤教育長が退任、7月1日付け前田教育長が就任。 
・西東京市図書館設置条例施行規則の一部を改正する規則が6月の教育委員会で採決

された。 
 
○会長： 
 2番目の議題の「各委員会報告」をしていただきたいと思います。 
 
○委員： 
 西東京市文化財保存活用計画策定委員会は5月27日に第1回委員会が開かれました。

座長、副座長を決めた後、西東京市にある文化財の概要について映像資料を見て説明

していただきました。今年度あと4回、計5回開催されます。 
 第1回で社会教育課から提案されたことは、文化財の保存、活用に対し市民の意向

を把握する必要がある。そのためアンケート調査をしたいということでその案も示さ
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れ、近々実施をするということで、今月29日の第2回委員会では、その結果が報告さ

れるだろうと思います。 
 第2回から第4回までで議論をし、計画の素案を作り、その後パブリックコメントを

実施し、第5回で最終的な計画の素案を作るという運びになるという説明を受けまし

た。 
 
○委員： 
 西東京市子ども読書活動推進策定懇談会は昨日7月15日に第2回懇談会が開かれまし

た。 
 これまで第1期、第2期は子どもの成長段階別に考えていましたが、今回は切り口を

変えて学校の中で小さい子から大きい子までということで計画を立てたら良いのでは

ないかと話しがありました。次回8月19日にこの形で計画を立てるかを決め、起草委

員会を作って、実際の計画を立てることになりました。 
 
○会長： 
 3番目の議題の「合築複合化における図書館施設について」館長から、説明してい

ただきたいと思います。 
 
○館長： 
 資料1、資料2を説明。 
 
○会長： 
 資料1の課題に書きこまれた内容、図書館に求められる機能に関して、皆さんのご

意見をいただきたいと思います。 
 
○委員： 
 基本プラン策定についてのスケジュールで「合築複合化基本プラン策定支援事業者

選定」とありますが、民間業者に策定を依頼するということですか。 
 
○館長： 
 会議録の作成、視察施設の候補を調べる等の支援をし、内容に関しましては懇談会

で策定していただきます。 
 
○会長： 
 今後、懇談会に出席していただくお二人には、協議会を代表して協議会の意見を発

言していただきたいと思います。そのためにも協議会において、特に中央図書館はい

かにあるべきかを議論していきたいと思います。 
 
○委員： 
 資料2の裏面に図書館の総床面積を求めるための、基準値の算定方法があります

が、これはどういうものなのでしょうか。 
 
○会長： 
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 日本図書館協会で「公立図書館の任務と目標」という図書館の最低基準を示したも

のがありまして、その数値で計算した面積です。 
 
○委員： 
 その面積というのは、本の収容能力なのでしょうか。 
 
○会長： 
 人口当たり、どのくらいの広さの図書館ということで、その図書館の中で蔵書のス

ペースはどのくらい使い、閲覧室のスペースにどのくらい使うということは示してい

なく、あくまで図書館全体の面積です。 
 
○委員： 
 この計算で算出された面積が一番使いやすい広さということですか。 
 
○館長： 
 最低基準ということです。西東京市の人口では最低7,300平方メートルが必要であ

り、現在6館合わせても5,703平方メートルであり、最低基準に達していないというこ

とです。 
 
○会長： 
 図書館の活動としては、人口あたり貸出数など西東京市は非常に良く頑張っていま

すが、面積に関してはこの表の近隣自治体と比べると最低数値です。 
 
○副会長： 
 合築複合化ということで、中央図書館は便の良い所から、駅から離れた不便な所に

移ります。せめて収容率が大幅に超えて無理な活動をしているのだから、ぜひ3,168
平方メートルは確保していただきたい。 
 
○会長： 
 中央図書館の位置付けからして、駅から近い所にあるというこれまで実施してきた

市民への利便性、サービス、質というものがこの場所を離れることになって、それら

を維持できるかということに疑問があります。合築有りき、この場所から離れるとい

うのは既定路線と考えなくても良いのではないでしょうか。 
 
○副会長： 
 基本的には合築複合化の懇談会があるわけですよね。 
 
○館長： 
 懇談会は、新しい施設のコンセプトととして皆さんが何を求めているかということ

を議論していただくことが中心になります。 
 
○副会長： 
 合築している図書館をいくつか見てきました。図書館自体はとても素晴らしいので
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すが、劇場が一緒にあるところなど、図書館から出てエレベータを待っていると、劇

場から人がたくさん出てきて一瞬で廊下に人が溢れ、目的が違う施設が一緒になると

人の動きとか使い方を良く考えないと危険だと思いました。それは合築複合化に当た

ってのコンセプトである「だれもがここちよく過ごせる機能を持つ」、ということか

らは外せない問題で、「総量抑制」という言葉で片付けられない問題だと思います。

同じような目的で使える施設は一つで済ませることは可能でしょうけど、現状では図

書館では狭いため車椅子、ベビーカーなどで移動するのが大変だという指摘もあり、

懇談会では言っていきたいと思います。 
 
○委員： 
 武蔵野プレイスができた時、吉祥寺北町にある中央図書館には参考図書と洋書だけ

置いてあるところがあり、席も予約制になっていて、調べものを前提としたフロアが

まるまるワンフロアありました。そういう機能を残しながら武蔵野プレイスを作った

ということがあるので、西東京市で合築した場合、そのようなところが失われるとい

うのはあってはならないことだと思います。 
 
○会長： 
 武蔵野市は中央図書館がちゃんと機能していて、その上に武蔵野プレイスができま

した。西東京市ではそうではありません。西東京市では中央図書館で、落としてはい

けない機能を皆さんできちんと議論をし、主張すべきところは主張していかなければ

ならないと考えています。 
 
○委員： 
 懇談会で数字を出すと陣取り合戦になってしまうと思います。中央図書館としては

最低このような機能が必要だということを主張していく必要があると思います。一つ

は本の保存機能、それと地域館に対する支援する機能、基本的にこの二つの機能が必

要であると思います。それともう一つ大事なのは、レファレンス機能、調べ物ができ

るということが大事だと思います。 
 
○会長： 
 中央図書館の機能として、学校図書館との関係も中央図書館が中心に行っています

が、そちらはどのようになっていますか。 
 
○委員： 
 各小中学校に学校図書館がありますが、蔵書は児童文学等が主でそこにない図書に

関しましては、市内の図書館のネットワークがありますのでそこで検索し、また団体

図書貸出しということで何十冊かまとめて通常の貸出し期間よりかなり長く図書を借

りることができるので、それを教室に置いて学級文庫という形で図書館の蔵書を活用

させていただいております。 
 中央図書館の役割という話がありましたが、蔵書の置き場所などいくらスペースが

あっても、無理だと思います。これからはやはりデジタル化を考えていくべきだと思

います。 
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○会長： 
 西東京市の今後の取り組みの中でデータ化を進めていこうということで、年に一定

の予算を付けていただき、西東京市の郷土資料を中心に行っていただいております。

今委員からご指摘のあった方向のデータ化もしなくてはいけないと思います。将来的

には紙の劣化など電子の時代が来ると予想はしておりますが、市民が紙の資料を読み

たい、紙の資料に頼りたいというのはそう急激には変わらないと思いますので、まだ

しばらく本を置いていかなくてはならないと思っております。 
 
○館長： 
 協議会から電子書籍の扱いの提言を出していただき、今は地域資料の電子化をして

いますが、将来的には資料の劣化対策ということではなく、電子書籍のあり様を考え

ていかなくてはならないと思います。 
 
○委員： 
 開架と閉架の考え方、比率はどうなっているのでしょうか。 
 
○館長： 
 西東京市の場合は貸出しの三分の一が予約、あとは本棚から利用者が引き抜いて借

りています。開架の部分はある程度充実していないといけないと思っています。 
 
○会長： 
 3番目の議題、「西東京市図書館の事業評価について」今日は趣旨説明をお願いし

ます。 
 
○副館長： 
 第1回定例会で配布した「資料6 平成26年度図書館事業評価表」の説明。 
 
○会長： 
 評価結果を公表しなければならないので、今後の作業予定を教えてください。 
 
○副館長： 
 9月頃までにまとめていただきたいと思います。 
 
○会長： 
 では9月の協議会で皆さんと議論をし、まとめたいと思います。 
 私たち協議会のメンバーは図書館のことについて基礎知識を持っていたいというこ

とで、大澤委員から、「中央図書館の役割」ということについて、お話していただき

たいと思います。 
 
○委員： 
 資料に沿って、「中央図書館の役割」について講義。 
 
○会長： 
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 講義ありがとうございました。 
 次回の協議会は9月の予定ですが、合築複合化の懇談会が7月末にあり、そのことに

ついて協議会として対応しなければならないので、8月13日に臨時会を開きたいと思

います。急なことで申し訳ありませんが、皆さんご予定はいかがでしょうか。 
 
○各委員： 
 大丈夫です。 
 
○会長： 
 では、次回8月13日に臨時会を開催します。 
 今日はこれで終了いたします。お疲れ様でした。 
 
 
以上 

 


